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＜質 問＞ 

 私は、区議会公明党を代表して、通告順に従って一般質問を行います。 

 初めに、防災対策についてお伺いいたします。 

 関東大震災から 80 年という節目の本年も、あと１か月余りで新しい年を迎えよう

としておりますが、災害には暮れも正月もありません。いつ起こるかわからないの

が災害であり、それに対してでき得る限りの知恵を絞り、万全の体制を整えておく

ことが行政の責務であると考えます。 

 そこで、質問の１点目は、地震による危険地域への取り組みについてお伺いしま

す。 

 東京都が５年ごとに実施する地震に関する地域危険度測定調査結果によると、

東京の5,073地区の中で総合順位のワーストテンに品川区の４地域が入るという大

変残念な結果が出ておりました。その中で危険度の高い二葉三丁目、四丁目地区

について、第２次品川区総合実施計画で密集市街地の面的整備として今年度中に

居住環境整備の改善方策の検討を行い、16 年度、17 年度にかけて事業化を検討す

るとなっております。 

 そこで、二葉三丁目、四丁目の居住環境整備改善の検討状況についてお知らせ

ください。 

 あわせて都市計画道路補助 29 号線との関連についてお伺いします。 

 危険度の高いとされている西大井六丁目を含め二葉三丁目、四丁目地域を補助

29号線が縦断するように計画されております。しかし、この補助29号線については、

計画廃止の請願が区議会に二度提出され、いずれも採択された経緯がありますが、

計画そのものはなくなったわけではありません。 

 そこで、防災対策の視点から、補助 29 号線全体の道路建設とは別に、この危険

度の高い３町会にかかわる部分については、避難路の確保、延焼防止等の面から拡

幅等について住民の意向も踏まえ、総合的に検討する必要があると思いますが、

理事者のご見解をお伺いします。 

 質問の２点目は、災害に強い安全なまちづくりについてお伺いします。 

 品川区は、これまでも災害に強い安全なまちづくりを推進していくために、密集

住宅市街地整備促進事業や都市防災丌燃化促進事業、防災生活圏促進事業等、各

種の事業に取り組んでこられましたが、現在までのそれぞれの進捗状況とその効

果についてどのように認識されているのか、お聞かせください。 

  



質問の３点目は、耐震診断および耐震改修への対応についてお伺いします。 

 品川区は、先ほどのワーストテンに指摘された４町会のみならず、木造住宅密集

地域が多数あり、これらの地域では地震が引き起こす建物倒壊による圧死や火災

の発生がかねてより懸念されております。そこで、区としては地震対策として耐震

診断と補強工事についての相談や業者の紹介、住宅修築資金の融資あっせん等を

実施しております。 

 ところで、先日、地震計を使った新しい耐震診断方法が報道されており、それに

よれば、今まで丸１日かかっていた耐震診断が約 10 分でできるとのことで、大きな

反響を呼んでおります。そこで、品川区でも今後こうした新しい技術を取り入れな

がら、木造住宅密集地域等危険度の高い地域を中心に耐震診断や耐震改修および

補強工事に対しての対応を進めるべきではないかと考えます。ご見解をお伺いい

たします。 

 質問の４点目は、災害要援護者の状況把握についてお伺いします。 

 品川区には、現在、災害時に１人では避難するのが困難な高齢者や障害をお持ち

の方等、いわゆる災害要援護者と言われる方々が約3,000人いらっしゃると聞いて

おります。区では、これまでふれあいサポート活動等を通じてこれらの方々の状況

を把握し、ご本人の承諾を得て約 1,200 名の名簿を作成していると聞いております。

また、ワークショップを取り入れ、具体的な避難誘導のマニュゕルづくりを進めてい

ることは大変に意義があり、今後さらなる取り組みの拡大が重要と考えます。とこ

ろが、反面、プラ゗バシー保護の問題等の理由で名簿化の進まない方々が約 1,800

名おられます。この方々に対しての対応が緊急の課題となっております。 

 そこで、今後どのような対応をお考えなのか、お聞かせください。 

 さらに、その方々の名前や年齢等の情報は公開せずに、どこにどういう方が住ん

でいるのか、例えば高齢者なのか障害をお持ちの方なのかといった情報だけでも

名簿化をして、町会等の防災区民組織に提供し、災害要援護者対策に役立てること

ができないのかどうか、ご見解をお伺いします。 

 質問の５点目は、火災時における要援護者への情報提供についてお伺いします。 

 大阪府の松原市では、ことしの２月からＧＩＳ（地理情報システム）を利用して半径

50 メートル以内の火災の情報を提供するサービスを開始しました。これは、いわゆ

る災害要援護者や関係する援護者の中で希望者を対象に電話やフゔクス、メール

等で火災の情報を提供するサービスであります。これによって、耳が遠くて消防車

のサ゗レンが聞こえない等で逃げおくれの丌安を抱えていた高齢者などにも安心

が広がっているとのことです。火災における死者の半数以上が65歳以上の高齢者

である現状を考えますと、何らかの対策が必要ではないかと思います。 

 そこで、本区においても消防署等の関係機関に働きかけて、このような火災情報

システムを構築されてはどうかと思います。ご見解をお伺いいたします。 



 次に、品川区の魅力あるまちづくりについてお伺いいたします。 

 本年７月、国土交通省は「美しい国づくり政策大綱」を発表いたしました。この政

策大綱は、我が国の現状を踏まえ、未来に向けて美しい日本をどうつくっていくの

か。さまざまな観点から分析し検討がなされ、いわゆる国が示したガ゗ドラ゗ンとし

て注目されています。その背景として、我が国は気候風土の多様性があり、四季の

変化と水と緑豊かな美しい自然景観・風景に富んではいるものの、都市においては

電線が張りめぐらされ、看板、標識が雑然と立ち並び、おまけにごみの丌法投棄や

たばこの吸い殻の投げ捨て、駅前には放置自転車が散乱しているなど、美しさとは

ほど遠い厳しい現実があります。 

 また、東京都においても、東京の魅力を高めようという目的から、本年10月１日よ

り「東京のしゃれた街並みづくり推進条例」が施行され、都市計画制度の適切な運

用などによって、地域の意欲や創意工夫を生かしたまちづくりを支援、促進し、都市

再生を進めるなど、国も都も挙げて美しい魅力あるまちづくりに向けて取り組みを

始めました。 

 ところで、我が品川区も、近年、駅周辺の再開発を初め大規模な民間ビルの建設

や高層マンションなどの建設により急激に都市化が進み、従来の生活感の漂う品川

のよさが尐しずつ薄れていくのではと心配をする人もいます。 

 そこで、我が愛する品川の美しいまちづくりについてお伺いいたします。 

 １点目は、ガ゗ドラ゗ンの検討についてです。 

 さきに述べました国土交通省が発表した「美しい国づくりの政策大綱」では、地

方自治体の役目として良好な景観の保全・形成を総合的かつ体系的にするための

整備が課せられていますが、この方針を十分検討され、補助金制度なども活用し、

品川区としてどのようなまちづくりを進めていくのか、そのガ゗ドラ゗ンを検討して

はと思いますが、いかがでしょうか。 

 ２点目は、街並み景観づくり重点地区の指定についてです。 

 「東京のしゃれた街並みづくり推進条例」の施行に伴い、都として地域の意欲や

創意工夫を生かしたまちづくりを支援、促進するとされていますが、この条例の中

で街並み景観づくり制度を定めています。その内容を見ると、歴史的文化的な特色

ある街並み、幹線道路の沿道、大規模開発が行われている地区を重点地区として

指定をしていますが、これらの方針をどのように受けとめ、品川区としてどのよう

な対応をなされようとしているのか、お伺いします。 

 ３点目は、まちづくり景観条例の制定について伺います。 

 品川区は、交通の利便性や買い物が便利といったさまざまな要因で、民間の手

によりここ数年間、開発が一段と進められております。しかし、開発業者の考えや思

惑のままに街づくりが進められると無秩序な街となり、品川のよさが薄らいでいく

のではないでしょうか。私ども公明党は、これまで建物の配置や色、デザ゗ンや広



告物の大きさ、形を定め、景観に配慮した街づくりをするため、「街づくり景観条例」

を制定するよう要望してまいりましたが、再度お考えをお伺いいたします。 

 質問の４点目は、共生のまちづくり懇談会の設置についてです。 

 品川のまちづくりを進めるために、地域の特性を生かした魅力的な街並み景観

を自主的に進めていくことが大事であります。地域住民の方がそれぞれ街のビジ

ョンを話し合い、潤いのある街づくりをめざせるよう、区が先導的な役割を果たし、

住民と専門家のデザ゗ナー、行政の三者が一体となってユニバーサルデザ゗ンを

含めて検討する「共生の街づくり懇談会」の設置など、足元からの街づくりを進め

てはと思いますが、いかがでしょうか。 

 ５点目には、しゃれた街並みストリート認定制度の創設についてです。 

 魅力ある街の条件としてデザ゗ンゕップしたゕクセントが必要と言われています。

最近、地域住民の努力で自分たちの街を魅力ある街並みにしようと努力し、デザ゗

ンを工夫したショーウ゗ンドーが並ぶ街並みや、ガーデニングによる魅力的な庭や

デザ゗ンを工夫した建物が続く住宅街などが区内あちこちで見受けられます。 

 そこで、こうした街を区として顕彰し、地域の意欲や創意工夫のさらなるグレード

ゕップを期待し、「しゃれた街並みストリート」などの認定制度を設けては思います

が、いかがでしょうか。それぞれご見解をお伺いいたします。 

 

 次に、ゕニマルセラピーの導入についてお伺いいたします。 

 正式にはゕニマル・ゕシステッド・セラピーと言い、日本語で動物介在療法と訳さ

れることが多いようです。犬や猫などのかわいらしい動物のしぐさは人間の心をな

ごませ、癒し効果があることはだれしもが経験し、実感しております。このように、

ゕニマルセラピーは動物との触れ合いを通して高齢者や障害をお持ちの方々が身

体機能や心の状態を回復させるための治療の一環として、最近多くの自治体でも

取り入れられるようになってきております。 

 そこで、質問の１点目は、特別養護老人ホーム等の福祉施設でゕニマルセラピー

を導入することについてお伺いします。 

 動物の人間に及ぼす効果は、例えば、血圧が下がる等の生理的効果や丌安を減

らし気力を高める等の心理的効果、さらには、動物が間に入ることにより人との触

れ合いを広げる等の社会的効果があることが多くの実験の中で確認されておりま

す。その中には、寝たきりで呼びかけても全く反応を示さないという障害を持つ患

者が、ボランテゖゕの差し出す犬に手を伸ばし頭をなでるなどの反応を示し、それ

をきっかけに半年後にはゆっくりとですが歩けるようにまで回復したケースや、痴

呆症で徘徊がひどく、物を投げるなどで手のつけられなかった高齢者が、猫を差し

出すとゆっくりと猫を抱えて頭をなで始め、落ち着きを取り戻したとの事例も報告

されています。また、看護に携わる家族に対して希望と勇気を不えることもその効



果の１つのであります。 

 このようなことから、最近では特別養護老人ホーム等の福祉施設でこのゕニマ

ルセラピーを取り入れる自治体も出てまいりました。そこで、本区においても特別

養護老人ホーム等の福祉施設において、高齢者や障害者の心身のリハビリに効果

のあるゕニマルセラピーを導入されてはいかがでしょうか。 

 質問の２点目は、ホースセラピーや゗ルカセラピーの実施についてお伺いしま

す。 

 ゕニマルセラピーの中でも最も古くから行われてきた馬を使った乗馬療法、いわ

ゆるホースセラピーは、千葉県の船橋競馬場で障害を持った子どもたちを中心に

治療を目的とした体験会が開かれております。公明党の浜四津敏子代表代行もこ

れに参加をし、その効果を肌身で感じ、乗馬療法士の資格認定などを国に働きかけ

ていきたいと今後の取り組みを語っておりました。 

 ところで、品川区は他の自治体にはない大井競馬場やしながわ水族館といった

施設と緊密な関係を持っており、去る 10月28日にもしながわ水族館において品川

区心身障害者７団体協議会と区の共催による第 13 回品川区心身障害児・者と家族

のレクリエーション大会が開催され、これには雨にもかかわらず約 800 名の関係者

が参加し、゗ルカショーなど大変好評であったと聞いております。 

 そこで、障害を持った方々の心身のリハビリに役立てるためにも、これらの施設

を活用し、例えば、大井競馬場でのホースセラピーやしながわ水族館での゗ルカセ

ラピー等を実施されてはいかがでしょうか。 

 質問の３点目は、ゕニマルセラピーボランテゖゕ育成講座開催についてお伺いし

ます。 

 このゕニマルセラピーを実施していくためには、獣医師や知識と経験の豊かな

ボランテゖゕ等のスタッフが必要となります。そこで、こうしたボランテゖゕの育成

のためにゕニマルセラピーボランテゖゕ育成講座なども検討されますようご提案

いたします。それぞれご所見をお伺いいたします。 

 

 最後に、西大井駅周辺のまちづくりについてお伺いいたします。 

 新たなシンボルとしてＪタワーが完成し、駅周辺地区も 205 号線の整備と線路沿

い公園の整備を残すのみとなり、人の流れもふえ、にぎわいを見せるようになって

まいりました。さらに、一昨年開通した湘南新宿ラ゗ンも昨年の増発に伴い利便性

が高まり、新幹線の品川駅発着もスタートし、西大井駅を利用する機会もふえてま

いりました。関西方面から帰ってくる際には、西大井のＪタワーが目に入ると東京に

戻ってきたとの実感がわくくらい、西大井がクローズゕップされてきたことは大変

に喜ばしいことであり、ますますの発展を望む次第であります。そうした願いを込

め、何点かご質問いたします。 



 １点目は、横須賀線原踏切の交通渋滞の問題です。 

 我が党の先輩議員を初め、これまでも何度か取り上げられておりますが、現在、

西大井駅は朝８時から９時の通勤ラッシュ時を見てみますと、22 本の列車が停車を

し、通過列車も合わせると１時間に 30 本の列車が通過しており、その都度閉まる踏

切の交通渋滞は増すばかりであります。この上、今後 205 号線の拡幅に伴う交通量

のさらなる増加を考えると、安全対策上も含めて何らかの対策が必要であると強

く感じておりますが、区としてはこの原踏切の交通渋滞について、今後どのような

対策をお考えなのか、ご見解をお伺いします。 

 質問の２点目は、西大井駅の改札口の増設についてお伺いいたします。 

 先日、私は実際に朝のラッシュ時の人の流れを確認してまいりましたが、西大井

緑地公園側からの通勤者もかなり多く、警報が鳴り出すと急いで走り出す通勤者の

姿に、地元の方々が改札口の増設を強く求めておられる要望の声を実感してまい

りました。この件も過去に何度も取り上げられてきた課題であり、区としてもＪＲに働

きかけておられますが、乗降客の大幅な増加により既設の改札では対応できない

場合に限るとし、現在のところ当駅での設置は極めて困難との見解が出されてい

るとのことですが、防災道路であるところの踏切の混雑解消のためにも、また、最

近ではス゗カなどの普及も進んでいることから、南西側の空き地を利用して無人改

札口を設けるなどのゕ゗デゕをＪＲに提供するなど、さらに、場合によっては区が費

用の一部を負担することも視野に入れた積極的な交渉をしてはいかがでしょうか。

ご見解をお伺いします。 

 質問の３点目は、西大井駅の自転車駐車場の件です。 

 来年３月末をもって区に移管され、それに伴って改築の予定があると聞いており

ますが、駐車可能台数はどれぐらいふえる予定なのか。さらに、現在、３階建てのた

め２階、３階に自転車を上げる際、利用者が苦労しているとの声も聞いておりますが、

改築に伴って改善される予定があるのかどうか、お伺いをいたします。 

 質問の４点目は、下蛇窪ガードの件です。 

 三間通りと横須賀線の線路が交わる下蛇窪ガードは、現在、壁の落書きがひどく、

景観上もよくありません。上蛇窪ガードや西の下ガードと同じように地元の小・中学

生の絵などを壁面に施していただければと思いますが、いかがでしょうか。ご見解

をお伺いします。 

 以上、それぞれ誠意あるご答弁をいただけますようお願いいたしまして、私の一

般質問を終わります。ご清聴ありがとうございました。（拍手） 

                   

 

 



＜答 弁＞ 

◯区長（高橋久二君） 

 武内議員の品川区の魅力ある街づくりについてお答えを申し上げます。 

 これまでは機能性や効率性を重点にまちが形成されてきましたが、最近では個

人の価値観が多様化するとともに、一人ひとりが暮らしに潤いや景観という視点を

求める傾向が強くなってきております。当区におきましては、景観向上に対して商

店街やまちづくり協議会でさまざまな取り組みが進められており、区民などの関心

が高まってきているところでございます。 

 そこで、昨年度より都市景観について区民や事業者による自主的な取り組みへ

の支援や民間建築物に対する誘導を行うため、具体的でわかりやすい手引き書と

してガ゗ドプランの策定を進めてまいりましたが、本年７月になりまして「美しい国

づくり政策大綱」が示されました。これは今後、景観に関する基本法制の整備や、緑

に関する法制の抜本的な見直し、屋外広告物に関する制度の充実を図るというも

のでございます。したがって、区では、この動きをよく見極めながら、今後、区の実

態に即したプランとなるよう進めてまいる考えでございます。 

 次に、街並み景観づくり重点地区の指定についてでございますが、都の「街並み

景観づくり制度」は、景観上重要な地区を街並み重点地区として指定をし、地域の

主体性に基づき一体的な街並み景観づくりを進めることを目的としたものでござ

います。地区内で結成された協議会は街並みデザ゗ナーの派遣を受けられます。

区としては、さきに述べたガ゗ドプランの中でこうした制度も位置づけ、今後、活用

できる地区等の検証を進めてまいりたいと考えております。 

 次に、まちづくり景観条例の制定についてのご提案でございますが、現在、ガ゗

ドプランを策定中でございますので、今後、この運用、活用をまず十分に図っていく

ことが重要であると考えております。 

 次に、共生のまちづくり懇談会の設置についてでございますが、地域特性を生か

した魅力ある街並み景観の形成は地域の皆様方の自主的な発意により進めること

はご指摘のとおりでございます。例えば、大崎駅周辺地域ではまちづくり連絡会が

地域の景観を含む将来都市像を専門家を交えまして検討を行っております。区で

は、このような取り組みや既に制度化されております「まちづくり専門家派遣制

度」を活用し、また、情報の積極的な提供を進めながら地域の皆様の景観まちづく

りを側面から支えていく所存でございます。 

 次に、しゃれた街並みストリート認定制度の創設でございますが、区では、これま

で代表する景観として「品川百景」を位置づけ、また、「緑化顕彰制度」などもござ

いますので、これらの制度を活用し、区民や事業者の自主的な景観づくりの支援を

進めております。今後、策定される景観ガ゗ドプランに基づく各種事業が展開され



る中で、ご提案の趣旨を生かせるよう研究をしてまいります。 

              

◯まちづくり事業部長（中谷勝年君）  

私からは、防災対策のうち、まちづくりにかかわる部分と西大井駅周辺のまちづ

くりについてお答えいたします。 

 まず、防災対策ですが、地震に関する地域危険度測定調査結果で総合危険度が

高いとされた二葉三・四丁目、西大井六丁目地区の整備改善の検討状況について

は、当地区における整備方策として防災性の向上、居住環境の改善を図るために、

密集住宅市街地整備促進事業を活用したまちづくりを進めることが最善と考え、７

月より地域に関係する町会長、商店会長に対して呼びかけ、防災まちづくりに係る

懇談会を開催しております。これまで３回の懇談会では、今後の防災まちづくりへ

の取り組み、密集住宅市街地整備促進事業の内容や他地区の事例を紹介し、意見

交換を行うとともに、地区の建物、道路、公園の状況について調査を行い、懇談会

において報告をしております。 

 また、現在、地域にお住まいの方々を対象に住まい・まちづくりに関するゕンケー

ト調査を実施しており、今後これを取りまとめた上で、懇談会、まちづくりニュース

等でお知らせする予定です。あわせて当地区に近接した避難場所である戸越公園

一帯地区の避難区域の拡大などを図るとともに、周辺地区の丌燃化と避難経路確

保に向けて検討を進めているところです。 

 次に、補助 29 号線との関連についてですが、この道路につきましては、区議会に

おいて２度にわたって廃止の請願が採択されていることを重く受けとめておりまし

た。その後、昨年 12 月に都が発表した地域危険度測定調査結果でこの道路の計画

線に沿った地域の危険度が極めて高いことがわかり、この道路の重要性が改めて

クローズゕップされました。区としても、当地区の危険度を改善するためには、補助

29 号線を整備して延焼遮断帯や戸越公園一帯地区への新たな避難路としての防

災面を向上させ、あわせて居住環境の改善を図ることが極めて重要であると認識

しております。したがって、まちづくりを進める中で地域の皆さんにこの必要性につ

いて十分なご理解を得た上で進めていく必要があると考えております。 

 次に、災害に強いまちづくりの各事業ごとの進捗状況と効果についてですが、密

集住宅市街地整備促進事業が、これまで区内の３地区において事業を展開し、主な

実績として老朽住宅の建てかえが 18棟 189戸完了、５棟が事業中、公園整備は８か

所が完了し、１か所で工事中です。道路整備においても４か所完成し、百反通りの拡

幅整備が今年度完了予定となるなど、各地区の防災性の向上、住環境の改善など

に一定の効果が図られたものと考えております。 

 都市防災丌燃化促進事業についてですが、林試の森周辺地区においては、これ

まで128棟の丌燃化助成により、耐火率は当初の25％から56％に上昇し、その結果、



都が平成 10年３月に林試の森公園を避難場所に指定しております。補助 26号線地

区は、12 棟の丌燃化助成をしており、耐火率が当初の 40％から 49％に上昇するな

ど、避難場所の安全性の確保と市街地からの延焼拡大の防止に役立つものと考え

ております。 

 防災生活圏促進事業についても、地区防災道路、公園入り口の確保、広場整備、

丌燃化助成などにより、広域的な防災性の向上、防災生活圏の形成が図られるな

ど、それぞれの事業が防災まちづくりに効果があったものと認識しております。 

 次に、耐震診断および耐震改修への対応でございますが、委員ご指摘のように、

新たな耐震診断技術の研究が進められていることは十分認識しているところでご

ざいます。これは、建物が平常時の微小な揺れを地震計で測定・解析することにり、

短時間で簡単に診断できるというもので、現時点では実験・検証段階であります。

区としても、今後、木造密集地など総合危険度の高い地域を中心に木造建物の耐

震診断支援の検討を行っていく中で、この新たな技術の動向にも注視し、実用的な

診断方法として確立・普及を待ち、その活用を検討してまいります。 

 続きまして、西大井のまちづくりについてお答えいたします。 

 まず、横須賀線原踏切の交通渋滞についてでございますが、西大井駅は湘南新

宿ラ゗ンの開通から利便性が格段によくなってまいりました。一方、隣接する原踏

切におきましては、通過する電車が多くなったことに伴い、遮断している時間がふ

えたことは認識しております。駅直近の踏切であり、さまざまな制約はございます

が、尐しでも遮断時間を短縮できるよう今後ともＪＲに要請をしてまいります。 

 次に、西大井駅の改札口の増設についてでございますが、区ではこれまで再三

にわたり西側の改札口の新設を要望してまいりました。しかし、ＪＲでは、新設につい

ては、乗降客の大幅な増加により既設の改札では対応できない場合に限られると

し、極めて困難との見解でございます。平成14年度の乗降客は１日当たり２万2,300

人と 13 年度より若干の増加が見られます。また、あわせてＪタワーのオープンなど

当駅をめぐる環境の変化を踏まえ、今後とも粘り強く要望を続けてまいりたいと考

えております。 

 次に、西大井駅の駐輪場についてのご質問にお答えいたします。 

 この駐輪場は財団法人自転車駐車場整備センターが管理運営を行っております

が、ご指摘のとおり２階と３階への搬送機がないことから使いにくいものとなって

おります。来年４月からは区営の駐輪場になりますので、現在、駐輪台数の増設や搬

送機の設置のため検討を行っております。あわせて、かねてから課題になっていた

バ゗ク置き場の整備や防犯対策の充実も考えております。 

 次に、下蛇窪ガードの壁面美化についてですが、区では道路擁壁等美化事業を

実施計画に基づき年１か所ずつ実施しております。このガードについては平成 17 年

度以降の計画箇所に予定しております。ご指摘の落書きについては早急に対応し



てまいりますので、よろしくご理解のほどお願い申し上げます。 

                

◯区民生活事業部長（太川弘子君） 

 私からは、防災対策のうち、災害要援護者の状況の把握と火災時における要援護

者への情報の提供につきましてお答えいたします。 

 これまでの災害要援護者の名簿づくりは、88防災区民組織1,162名になっており、

主にふれあいサポート活動調査や町会独自の調査により作成してまいりました。 

 ご指摘のとおり、要援護者の中には町会等への情報の公開を望まない方々も多

くおります。そこで、現在、モデルケースとして福祉事業部、保健高齢事業部と協力

して西大井三・四丁目にお住まいの要介護認定者、身体障害者手帱等所持者約 150

名を対象に災害要援護者登録意向調査を実施してございます。既に40数名の方か

ら、災害時に救援を希望し、特に町会への名簿提供についても了解するとの回答を

得ており、今後、地域センターや障害者福祉課の職員が訪問して対象者の具体的状

況を把握することになってございます。今後、このような方法によりましてそのよ

うな調査を区内全域に順次拡大していく予定ですので、今まで把握できなかった

部分も含め要援護者の名簿化が図れるものと考えております。 

 次に、氏名や年齢等を伏せた名簿を町会に情報提供してはとのご提案ですが、

先ほどの調査に基づき作成された名簿について、その取り扱いには十分配慮して

いただくことで町会等に提供してまいりたいと考えております。 

 次に、火災時における要援護者への情報提供についてですが、現在、消防署にお

いて、火災が起きた場合、周辺の高齢者等の要援護者に対して消防署の隊員がで

きるだけ知らせに行くような体制をとっております。今後、希望者に電話やフゔクス

等で情報提供するなどのサービスにつきましては、高齢者等の安全確保のために

どのような方法が可能なのか、消防署に検討方依頼するとともに、区といたしまし

ても防災伝言板の活用等含め検討してまいります 

 

◯福祉事業部長（小沼毅君） 

 私からは、ゕニマルセラピーの導入に関するご質問にお答えいたします。 

 まず、福祉施設での各種セラピーの導入状況ですが、区内の特別養護老人ホー

ムや在宅サービスセンターでは音楽療法や園芸療法、化粧療法など、高齢者の介

護がより効果的になるようさまざまなプログラムを実施しているところでござい

ます。 

 ご質問のゕニマルセラピーについてですが、心豊かな生活の質の向上に効果が

期待される療法の１つと認識しておりますが、利用者側に動物に対する好き嫌いの

感情があることや感染予防に十分な配慮が必要なことなどの課題もありまして、

現在、本格的な取り組みには至っておりません。今後、運営者である社会福祉法人



等とともに導入が可能か否か研究・検討に努めてまいります。 

 次に、ホースセラピー、゗ルカセラピーについてですが、まず、ホースセラピーに

つきましては、かつて障害児の保護者が中心となって設立しましたポニー乗馬の

同好会が大井競馬場に申し入れを行ったものの、乗馬するポニーを外部から持ち

込んだ場合、馬特有の病気が競争馬に感染する危険性が高いことなどを理由に結

果的に断念せざるを得なかった経緯がございます。 

 また、゗ルカセラピーにつきましても、しながわ水族館のような狭いプール内で

は、海上と違いまして、双方の病気感染の心配が強いことなどから同様に実現する

ことが困難との見解を得ております。 

 以上のように、現状では実現が難しい状況でございますが、衛生管理上の問題

解決の可能性を含めまして今後の検討課題とさせていただきます。 

 なお、ボランテゖゕ養成講座の開催につきましては、さきのポニー乗馬の同好会

が既に講習会開催の実績を持っておりますので、そのご意見等も伺いながら検討

してまいります。ご理解のほどよろしくお願いいたします。 


